
日本原子力学会 標準委員会 基盤応用・廃炉技術専門部会 

第 51 回廃止措置分科会（R3SC） 議事録 

 

１． 日時 ２０１８年９月１９日（水） 13:00～16:00 

２．場所：原電 ２階 ３－４会議室  

３．出席者：岡本主査、松原副主査、田中幹事、青井，生駒、石原、岩田、梶谷，黒川、小山、

杉山、田村、鳥居、橋本（仲田代理），深田，堀川、水越、目黒（16 名） 

-常時参加者：佐藤、杉村，山岡、片山（高橋（宏）代理），高橋（信）、高塚， 

-聴講者：石谷、上野、泉崎， 

-欠席委員：丹沢、三橋 

４．配布資料 

R3SC‐51-1 人事案件 

R3SC‐51-2 (社)日本原子力学会 標準委員会 基盤・応用技術専門部会 

      第 50 回廃止措置分科会（R3SC）議事録(案) 

R3SC‐51-3 技術レポート「廃止措置の基本安全の考え方」構成等の変更について 

R3SC‐51-4(1)「実用発電用原子炉施設等の廃止措置の計画：20XX」の改定（中間報告資料）(案) 

R3SC‐51-4(2) 2018 年 6 月 13 日分科会 計画標準コメント対応表 

R3SC‐51-4(3)「実用発電用原子炉施設等の廃止措置の計画：20XX」新旧比較表 

R3SC‐51-4(4)「実用発電用原子炉施設等の廃止措置の計画：20XX」附属書(案) 

R3SC‐51-5(1)「廃止措置時安全評価標準」に係る検討について(案) 

R3SC‐51-5(2) 廃止措置時安全評価標準 参考資料 

R3SC‐51-6 廃止措置時安全評価標準に係る学会発表資料（回収資料） 

R3SC‐51-7 分科会活動計画（案） 

ATC40-説明-1-1 日本原子力学会の行動指針について 

ATC40-説明-1-2 倫理規定の改定と狙い 

ATC40-説明-1-3 標準委員会の活動基本方針 

 

２． 議事 

（１） 出席者／資料確認  

委員 18 名の出席で，定数を満たしていることが確認された。 

（２）【審議】人事案 

    なし 

（３）【審議】前回議事録確認 

   議事録案が提示され，承認された。 

（４）【審議】技術レポート「廃止措置の基本安全の考え方」構成等の変更について 

 R3SC-51-3 に基づき，技術レポート「廃止措置の基本安全の考え方」構成等の変更について提案

された。これについて，次のような提案がなされ，承認された。 

 技術レポートとしてではなく，標準として発行する。 



 廃止措置の安全かつ効果的な計画，実施及び終了のためにはグレーデッドアプローチ

（GA）が必須であり，この点を強調した内容とすること。 

 GA の実施例を附属書参考に示すこと 

 GSR Part6 の翻訳は，技術レポートとして別に発行する。 

 発行までのスケジュールは変更せず，年度中の本報告を目指す。 

 

（５）【審議】「実用発電用原子炉施設の廃止措置の計画:20XX」本文案、附属書構成案 

 R2SC-51-4(1)～(4)により，「実用発電用原子炉施設の廃止措置の計画:20XX」本文案、附属書構

成案のコメント対応状況及び改定状況の説明があった。 

（６）【審議】「廃止措置時安全評価標準」の検討状況 

（７）【報告】2018 年秋の大会 発表の概要 

（８）その他，スケジュール等 

（９）原子力学会 行動指針，倫理規定及び標準委員会の活動の方針の周知 

 

以上 


